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皆
様
は
、
万
寿
丸
を
ご
存
じ

で
す
か
？ 

今
か
ら
7
0
0
年

近
く
前
、
天
皇
が
2
人
も
現

れ
、
日
本
中
が
南な

ん
ち
ょ
う朝
と
北ほ

く
ち
ょ
う朝

に
分
か
れ
て
戦
を
繰
り
返
し
た

南
北
朝
時
代（
1
3
3
1
年
〜

1
3
9
2
年
）に
、
万
寿
丸
は

日
高
川
町
旧
矢
田
村
と
御
坊
市

旧
藤
井
村
の
領
主
に
な
り
ま
し

た
。
土
生
八
幡
神
社
の
氏う

じ
こ
い
き

子
域

の
境
界
は
、
い
わ
ば
万
寿
丸
の

領
地
の
な
ご
り
と
も
言
え
ま
す
。

　
そ
ん
な
人
と
自
分
と
は
関
係

な
い
、
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
万
寿
丸
に
限
ら
ず
7
0
0

年
前
の
当
地
方
の
人
は
、
誰
も

が
私
た
ち
の
ご
先
祖
に
当
た
り

ま
す
。
両
親
の
数
は
2
人
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

4
人
、
そ
の
次
は
8
、
16
、
32

と
ご
先
祖
の
数
は
す
ご
い
増
え

方
を
し
、
7
0
0
年
間
で
日

本
人
全
員
が
1
回
か
2
回
は
親

類
に
な
っ
て
い
る
計
算
に
な
り
ま

す
。
ま
し
て
日
高
川
町
に
住
む

我
々
に
は
、
少
な
か
ら
ず
万
寿

丸
の
D
N
A
が
受
け
継
が
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

万
寿
丸
は
そ
の
一
生
に
わ
た

り
、
領
内
の
神
社
と
寺
院
を
整

備
し
続
け
ま
し
た
。

○
土
生
八
幡
神
社
を
整
備
、
御

神
田
を
寄
付
。

○
真
言
宗
の
尊そ

ん
し
ょ
う
じ

勝
寺（
現
在
の

浄
土
宗
の
来ら

い
こ
う
じ

迎
寺
）を
創
建
。

○
道
成
寺
本
堂
の
建
替
え
。

○
土
生
八
幡
神
社
に
大
き
な
釣

鐘（
兄
の
鐘
）を
寄
進
。（
明

治
年
間
に
和
佐
の
光こ

う
げ
ん
じ
源
寺
に

移
動
）

○
道
成
寺
に
小
ぶ
り
の
釣
鐘（
弟

の
鐘
）を
寄
進
。（
戦
国
時
代

に
京
都
の
妙み

ょ
う
ま
ん
じ

満
寺
に
移
動
）

　
こ
の
万
寿
丸
を
広
く
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
紀
の
国
わ
か
や

ま
文
化
祭
2
0
2
1
日
高
川

町
実
行
委
員
会
が「
道
成
寺
釣

り
鐘
お
里
が
え
り
〜
逸
見
万
寿

丸
生
誕
7
0
0
年
祭
〜
」
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
有
志
の
皆
様

も「
逸
見
万
寿
丸
の
生
誕
七
百

年
を
祝
う
会
」（
略
称
：
万
寿

会
）を
立
ち
上
げ
、
様
々
な
活

動
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

対
策
で
三
密
を
避
け
つ
つ
、
万

寿
丸
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た

い
、
国
民
文
化
祭
も
P
R
し
た

い
…
そ
ん
な
願
い
か
ら
、
万
寿

会
で
は
釣
鐘
型
ア
ド
バ
ル
ー
ン

を
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
し
ま
し
た
。

高
さ
2
・
7
m
の
ア
ド
バ
ル
ー

ン
に「
万
寿
丸
」「
鐘
供
養
」と

大
き
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
国

民
文
化
祭
が
始
ま
れ
ば
道
成
寺

の
上
空
に
浮
か
べ
ま
す
が
、
ま

ず
は
東
京
の
中
心
部
・
銀
座
の

歌
舞
伎
座
で
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。
東
京
メ
ト
ロ
東
銀
座
駅
と

歌
舞
伎
座
を
つ
な
ぐ
木こ

び
き
ち
ょ
う

挽
町
広

場
で
約
1
ヶ
月
に
わ
た
り
、
天

井
か
ら
吊
る
さ
れ
、
イ
ン
ス
タ

映
え
す
る
大
き
な
釣
鐘
ア
ド
バ

ル
ー
ン
は
写
真
を
撮
る
方
々
か

ら
人
気
で
し
た
。

7
0
0
年
前
の
偉
人
万
寿
丸

S p e c i a l  F e a t u r e

特  集 

万寿丸とは
　本名は、逸

へんみまんじゅまるみなもとのきよしげ

見万壽丸源清重。
　元亨(げんこう)元年（1321年）
旧暦6月25日に生まれ、南朝方の
後
ごむらかみ
村上天皇に仕え、幾度かの武

ぶくん
勲

をあげ、日高郡矢田庄に六百貫の
所領を与えられた。現在の日高川
町役場の近くに城を構え、三十数
年にわたり矢田庄を治めた。日高
川町和佐の山崎城の川上則秋の娘
を妻に迎え、娘は御坊市吉田の吉
田金比羅丸に嫁がせた。天

てんじゅ
授四年

（1378年）旧暦12月22日に天寿
を全うしたが、その死の翌年に子
孫が北朝方に攻められ、信

しなののくに
濃国瀬

戸村（現在の長野県佐久市瀬戸）に
逃げた。当地方は、北朝方の玉置
氏と湯川氏の所領となったが、南
北朝の争乱が終わった後、瀬戸村
から帰ってきた子孫が多い。

紀の国わかやま文化祭2021の行事

開会式
　令和3年10月30日（土）
　【15：00～16：40（13：15受付開始）】
　【和歌山ビッグホエール】　
祝賀行事として、歌舞伎俳優の尾上菊之助さんが、道成
寺の二代目釣鐘にちなむ『鐘ヶ岬』を舞います。抽選で約
500名が無料で観覧でき、9月10日（金）までハガキまた
は公式HPで応募を受け付けています。

二代目釣鐘お里がえり
　令和3年10月24日（日）～
　11月18日（木）【10：00～15：00】
　【道成寺本堂】
※拝観無料（10月31日（日）は行事のため、拝観
できません。）京都市の妙満寺に戦国時代に移さ
れた道成寺二代目釣鐘が17年ぶりにお里がえり
します。お里がえり初日には、釣鐘型アドバルー
ンを道成寺参道の上空に浮かべます。（強風の場
合は順延）

奉納公演 琉
りゅうきゅうくみおどり

球組踊『執
しゅうしん

心鐘
かねいり

入』
　令和3年11月3日（水）
　【12：00開場 13：00開演】
　【道成寺念仏堂前特設舞台】
第一部は琉球舞踊、第二部は安珍・清姫伝説によく似
た筋立てで、300年前から沖縄に伝わる組踊『執心鐘
入』が上演されます。本公演は、国立劇場おきなわ芸
術監督・嘉数道彦氏がプロデュースしています。

秘仏千手観音 中開帳
令和3年9月20日（月）～11月28日（日）【10：00～15：00】
万寿丸が作ったと推測される秘仏千手観音像を生誕700年に合わ
せ70日間にわたり中開帳を行います。高さ3.6m、重要文化財の大
きな千手観音像です。

※拝観無料

紀の国わかやま
文化祭2021HP

道成寺HP 紀の国わかやま文化祭2021
日高川町実行委員会HP

執心鐘入平成16年 釣鐘お里がえり行列の様子

※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、入場制限、内容の変更、公
演等の中止を行う場合があります。

歌舞伎座 地下2階 木挽町広場にて

道成寺
主催行事

釣
鐘
型
ア
ド
バ
ル
ー
ン

万
寿
丸
が
残
し
た
遺
産

矢
田
庄
の
領
主

ま
ん
じ
ゅ
ま
る


